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報告事項２
習志野市企業局の局舎及び周辺施設の
更新について

報告資料２

令和８年６月２６日(金) 令和８年度第２回習志野市都市計画審議会
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企業局の概要①

企業局の概要

習志野市企業局は、昭和２４年度に水道事業を、昭和３３年度にガス事業を、そして、昭和
４１年度に下水道事業をそれぞれ事業開始しており、現在は、３事業の公営企業を運営して
います。

ガス、水道、下水道は市民生活及び事業者の経済活動に不可欠なライフラインとなっており、低
廉な料金で、安全・安心なまちづくりに寄与しています。

企業局舎及び周辺の供給施設群は、平常時には３事業を運営するための拠点です。
災害発生時には３事業の災害復旧拠点として、３事業を包括的に情報管理し、迅速で適切
な復旧が可能です。



習 志 野 市
Narashino City

3

市営ガスの供給区域 市営水道の給水区域

市営ガスは、習志野市の全域（谷津7丁目の一部
および新栄1丁目の一部を除く）と船橋市の
前原西1丁目と2丁目の一部、三山2丁目と9丁目の
一部に供給しています。

市営水道は、習志野市のJR総武線より北側と、船橋市
三山全域、田喜野井2丁目の一部、習志野4丁目の一部、
習志野5丁目全域に給水しています。

※JR総武線より南側は、千葉県企業局（県営水道）の
給水区域となります。

企業局の概要②

公共下水道処理区域：習志野市全域
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検討対象地区

検討対象地区は、本市水道事業の給水区域である「JR総武線の北側」、かつ、ガス事業供給区域・下水道処理区域
である「市域の中央部分」に位置しています。

都市計画等情報

用途地域：第一種中高層住居専用地域 容積率：２００％ 高度地区：第一種高度地区
建ぺい率：６０％   防火地域：指定なし  地区計画：指定なし
建築基準法第２２条指定区域

〈対象エリア〉
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当該地区の土地特性、インフラ集積状況

第６駐車場

第５駐車場

機材倉庫
（別館増築）

１号配水池

２号配水池

電気・機械室兼
藤崎保安待機住宅

送水ポンプ井

２－１号井戸

資材倉庫

ガス機器研修所

ガスホルダー

３号配水池

コントロールセンター

浄水施設

鷺沼台保安待機住宅

本館

別館

新館

第二種中高層
住居専用地域

第一種中高層
住居専用地域

（市街化調整区域）

赤線：企業局土地 黄線：第一種中高層住居専用地域
青色吹出し：第２給水場の施設
画像出典：国土地理院（空中写真：令和元年10月）

廃材置場
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Narashino City老朽化に伴う具体的な施設更新計画

本館
S49

R12

新館
S58

R12

別館
S45

R12

1号配水池
S44

R27

2号配水池
S48

R27

資材倉庫
H1

R30
3号配水池

H15

R46

球形
ガスホルダー

S45

ガス機器研修所
H16

R9(新局舎建設によ
り解体)

第5駐車場

ろ過池
S53

R17

酸化層・着水井
S53

R17 

天日
乾燥床

S53

R17

NaCIO室
 S53

R17 

保安待機住宅 S53

第6駐車場

コントロールセンター
H15

R36

令和21年度
建替予定

令和27年度
建替予定

令和36年度
更新予定

令和17年度
建替予定

送水P井
H3

Ｒ27

令和12年度
建替予定

発電機

令和46年度
建替予定

資材置場

施設更新予定年度
◇企業局舎 S45～58 R12
◇北側電気・機械室 S55 R14
◇浄水施設 S53 R17
◇第1号配水池 S44 R27
◇第2号配水池 S48 R27
◇北側送配水ポンプ井 H3 R27
◇資材倉庫 H1 R30
◇コントロールセンター H15 R36
◇第3号配水池 H15 R46

藤崎・鷺沼台周辺施設 配置図及び更新計画
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令和14年度
建替予定
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現在地において機能更新を行う必要性

本地区は「供給区域の中心に位置し、緊急時・災害復旧等の対応時のアクセス性に優れている」ことから、広域的な迅速対応
が可能となり、二次災害の防止等が図れます。

この施設群を他地区に移設整備した場合、本地区で更新を行うより多額の費用がかかるほか、新たな用地取得に係る費用が
発生することが想定されます。ひいては、ガス・水道料金及び下水道使用料の増額につながります。
特に、水源の一つである深井戸からの地下水を、導水管により集積→浄水→配水している場所でもあることから、当該地での
建設が重要です。

安定した供給の確保や迅速な復旧を実現するためには、コントロールセンターや資材倉庫との緊密な連携が不可欠であり、
関連施設は隣接・集積した形で設置することが重要です。

市域のどこへでも、
約１５分以内での緊急出動対
応が可能な立地特性
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局舎及び周辺施設更新に係る課題

第一種中高層住居専用地域の用途制限上、
・事務所
・倉庫
・一定能力以上のポンプ施設
の建築物は、建築が制限されています。
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課題への対応の選択肢

用途地域の変更

長期的な都市計画を
伴う大きな変更。
市全体の土地利用調

整が必要。

建築基準法
48条ただし書き許可

用途制限の例外を個別
許可で認める制度。
ただし一過性であることに
課題。

特別用途地区
の指定

地域特性に応じて、
特定のエリアの制限を
緩和・強化する仕組み。
恒常的な整合を図れる。

※特別用途地区の定義 （都市計画法第９条第 13 号）

特別用途地区は、用途地域内の一定の地区における当該地区の特性にふさわしい土地利用 
の増進、環境の保護等の特別の目的の実現を図るため当該用途地域の指定を補完して定める
地区とする。 
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